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種子島から得られたニシン科ヤマトミズン属魚類 2種：
ヤマトミズンとホシヤマトミズンの記録

畑　晴陵 1・高山真由美 2・本村浩之 2
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2 〒 890–0065　鹿児島県鹿児島市郡元 1–21–30　鹿児島大学総合研究博物館

　はじめに

ニ シ ン 目 ニ シ ン 科 ヤ マ ト ミ ズ ン 属 魚 類

Amblygaster は，第 2 上主上顎骨の下半分が肥大

せず，上下対称であること，臀鰭最後の 2 軟条が

伸長すること，背鰭前方鱗が体の正中線上に配列

すること，および鰓孔後縁に上下に並んだ前向突

起を 2 つ有することなどにより特徴づけられ

（Whitehead, 1985; Munroe et al., 1999），世界に A. 

clupeoides，ヤマトミズン A. leiogaster，およびホ

シ ヤ マ ト ミ ズ ン A. sirm の 3 種 が 知 ら れ る

（Whitehead, 1985）．日本にはそのうち後者 2 種が

分布する（青沼・柳下，2013）．

ヤマトミズンとホシヤマトミズンはいずれも

沖縄県においては定置網などによって多獲され，

2 種合計で年間 100 トン以上が漁獲されることも

ある（三浦，2012；石森ほか，2013；上原ほか，

2015）．いずれも食用となるほか，マグロ漁業の

釣り餌にも重用される（鹿児島県水産振興課，

1997；石森ほか，2013；吉村，2015）．しかし，

これら 2 種の大隅諸島における分布はこれまで確

認 さ れ て お ら ず， 同 地 域 の 魚 類 相 を 扱 っ た

Motomura et al. (2010)， 本 村 ほ か（2013）， 鏑 木

（2016），Motomura and Harazaki (2017) にも記録さ

れていない．種子島における魚類相研究の過程で，

ヤマトミズンとホシヤマトミズンが得られた．こ

れらの標本は 2 種の大隅諸島における標本に基づ

く初めての記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Hata et al. (2015) にしたがっ

た．標準体長は体長または SL と表記し，体各部

の計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm までお

こなった．ヤマトミズンとホシヤマトミズンの生

鮮時の体色の記載は，固定前に撮影された種子島

産標本（記載標本の項を参照）のカラー写真に基

づく．標本の作製，登録，撮影，および固定方法

は本村（2009）に準拠した．本報告に用いた標本

は，鹿児島大学総合研究博物館に保管されており，

上記の生鮮時の写真は同館のデータベースに登録

されている．研究機関略号は以下の通り．KAUM

－鹿児島大学総合研究博物館；OMNH －大阪市

立自然史博物館；USNM －スミソニアン自然史

博物館．

　結果と考察

Amblygaster leiogaster  (Valenciennes, 1847)

ヤマトミズン　（Fig. 1）　

　標本　KAUM–I. 93637，体長 130.5 mm，鹿児

島 県 種 子 島 西 之 表 市 西 之 表 港（30°44′00″N, 

130°59′36″E），水深 6 m，2016 年 9 月 27 日，釣り，

高山真由美．

記載　背鰭不分枝軟条数 4；背鰭分枝軟条数

　 　
Hata, H., M. Takayama and H. Motomura. 2017. Records of 

two species of round-belly sardines (Clupeiformes: 
Clupeidae: Amblygaster), A. leiogaster and A. sirm, from 
Tanega-shima island, Osumi Islands, Kagoshima 
Prefecture, southern Japan. Nature of Kagoshima 43: 37–
44.
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14；臀鰭不分枝軟条数 3，臀鰭分枝軟条数 16；胸

鰭不分枝軟条数 1；胸鰭分枝軟条数 16；腹鰭不分

枝軟条数 1；腹鰭分枝軟条数 7；尾鰭軟条数 19；

第 1 鰓弓上枝鰓耙数 15；第 1 鰓弓下枝鰓数 32；

第 1 鰓弓総鰓耙数 47；第 2 鰓弓上枝鰓耙数 14；

第 2 鰓弓下枝鰓耙数 33；第 2 鰓弓総鰓耙数 47；

第 3 鰓弓上枝鰓耙数 13；第 3 鰓弓下枝鰓耙数

25；第 3 鰓弓総鰓耙数 38；第 4 鰓弓上枝鰓耙数

11；第 4 鰓弓下枝鰓耙数 17；第 4 鰓弓総鰓耙数

28；第 3 上鰓骨後面上の鰓耙数 8；鰓条骨数 6；

側線鱗数 40；擬鰓上の鰓弁数 20．体各部の体長

に対する割合（%）：背鰭前長 51.3；胸鰭前長

23.8；腹鰭前長 51.0；臀鰭前長 80.6；背鰭基底長

12.1；臀鰭基底長 12.3；尾柄長 10.7；尾柄高 7.5；

眼窩径 7.4；眼径 5.7；吻長 7.1；胸鰭長 13.5；背

鰭第 1 軟条長 1.8；背鰭第 2 軟条長 5.0；背鰭第 3

軟条長 8.4；臀鰭第 1 軟条長 0.5；臀鰭第 2 軟条長

5.0；臀鰭第 3 軟条長 8.4；頭高 14.6；眼隔域幅 3.5；

上顎長 7.7；下顎長 9.3．体は円筒形に近く，やや

側扁する．体の輪郭は背腹が同程度に膨らむ．体

側鱗は円鱗で薄く，剥がれやすい．背鰭前方鱗は

体の正中線上に配列する．各鰭は無鱗．上顎後端

は 眼 の 前 縁 直 下 に 達 す る． 上 顎 長 は 吻 長 の

108.0%．第 2 上主上顎骨は上下対称で，下半分

は肥大しない．胸鰭基底上端は鰓蓋後端よりも僅

かに後方に位置する．胸鰭後端は尖り，背鰭起部

直下に達しない．背鰭起部は腹鰭起部よりも前方

に位置し，背鰭基底後端は腹鰭基底後端よりも後

方に位置する．腹鰭起部は背鰭第 3 軟条起部直下

に位置する．たたんだ腹鰭の後端は肛門に達しな

い．腹鰭は腋鱗をそなえる．肛門は円形を呈し，

臀鰭起部前方に開孔する．臀鰭起部は背鰭基底後

端よりもはるかに後方に位置する．臀鰭最後の 2

軟条は伸長する．眼窩は前後方向にやや長い楕円

形を呈し，眼は正円形．鼻孔は 2 対で前鼻孔と後

鼻孔は互いに近接し，眼の前縁前方に位置する．

前鼻孔と後鼻孔はともに背腹方向に長い楕円形．

前鰓蓋骨と鰓蓋の後縁はともに円滑．鰓耙は細長

く，棒状．鰓孔後縁には前方を向いた小突起が上

下に 2 個並び，鰓孔下縁に上方を向いたひだ状突

起が 1 個ある．擬鰓上にフィラメント状の鰓弁を

有する．

色彩　生鮮時の色彩 ― 体背面は暗青色．体側

と体腹面は一様に銀白色．背鰭，胸鰭，腹鰭，臀

鰭，および尾鰭の各軟条は暗い鶯色．背鰭の各軟

条間の鰭膜には黒色色素胞が散在する．虹彩は銀

色を呈し，瞳孔は黒色．鰓蓋後部上方に瞳孔より

も僅かに小さい黒色斑がある．

分布　アフリカ大陸北東岸からインド，ベン

ガル湾，アンダマン海，インドネシア，オースト

ラリア北西岸，インドシナ半島から日本にかけて

分 布 す る（Chan, 1965–1966; Losse, 1968; 

Whitehead, 1985; Moshin and Ambak, 1996; Munroe 

et al., 1999; Kimura et al., 2003; Chen, 2003, 2004; 

Fig. 1. Fresh specimen of Amblygaster leiogaster from Tanega-shima island, Osumi Islands, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 93637, 
130.5 mm SL).
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Kimura, 2009a；青沼・柳下，2013; Hata, 2017a；畑・

本村，2017）．日本国内では琉球列島（青沼・柳下，

2013； 石 森 ほ か，2013； 畑，2014a； 畑 ほ か，

2014），鹿児島湾（Fowler, 1941），薩摩半島西岸（畑

ほか，2014），および兵庫県浜坂町（鈴木，2000）

から標本に基づいて記録されてきたが，本研究に

より種子島における分布も確認された．

備考　記載標本は，第 1 鰓弓下枝鰓耙数が 32

であること，背鰭前長が体長の 51.3% であること，

腹鰭起部が背鰭第 3 軟条起部直下に位置するこ

と，上顎長は吻長の 108.0% であること，吻部の

上顎上方には模様が無いことなどが，Munroe et 

al. (1999) や 石 森 ほ か（2013） の 報 告 し た A. 

leiogaster の標徴とよく一致したため，本種と同

定された．また，記載標本から得られた計数・計

測値は石森ほか（2013）や畑ほか（2014）によっ

て示された A. leiogaster の値と概ね一致した．

日本から初めてヤマトミズンを報告したのは

Kishinouye (1908) である．彼は沖縄から得られた

個体に基づき本種を Clupea okinawensis として新

種記載すると同時に，和名やまとみづんを提唱し

た． 現 在 C. okinawensis は Amblygaster leiogaster

の 新 参 異 名 と さ れ て い る（Whitehead, 1985; 

Munroe et al., 1999）．その後，ヤマトミズンは沖

縄県において多く記録されてきたが（例えば具志

堅，1972; Machida and Kuromachi, 2003； 三 浦，

2012；石森ほか，2013），鹿児島県以北ではその

報告は少なく，鹿児島県以外では，鈴木ほか（2000）

が兵庫県浜坂町から得られた本種 2 個体（OMNH 

8286, 12729）を報告したものに限られ，これが本

種の標本に基づく分布の北限であると考えられ

る．

鹿児島県内における標本に基づくヤマトミズ

ンの報告は，Fowler (1941) が鹿児島魚類市場に水

揚げされた本種 2 個体（USNM 71842, 71897，お

そ ら く 鹿 児 島 湾 産 と 思 わ れ る ） を Sardinella 

clupeoides として報告したもの，Kamohara (1957)

が奄美群島加計呂麻島近海から得られた個体を報

告したもの，畑（2014）が与論島から得られた本

種 1 個体（KAUM–I. 55088，体長 53.9 mm）を報

告したもの，畑ほか（2014a）が薩摩半島西岸に

位置する南さつま市笠沙町から得られた本種 1 個

体（KAUM–I. 54522，体長 234.5 mm）を報告し

たものがある．なお，藤山（2004）は奄美大島近

海から得られたニシン科魚類の写真を掲載し，ヤ

マトミズンとして報告したが，これはギンイワシ

Dussumieria elopsoides Bleeker, 1849 と 思 わ れ る．

中根ほか（2005）は薩摩半島西岸に位置する吹上

浜から本種の幼魚 1 個体（全長 88 mm）を報告

したが，図や写真，形態の詳細な記載はなく，標

本に基づくものであるかは不明である．

したがって，日本国内におけるヤマトミズン

の分布は分布の項で述べたとおりであり，記載標

本は本種の大隅諸島における標本に基づく初めて

の記録となる．ヤマトミズンの種子島における分

布記録は，分布の空白を埋めるものであり，本種

が薩摩半島沿岸から琉球列島にかけて広く分布す

ることを示唆する．なお，石森ほか（2013）は，

沖縄産ヤマトミズン 128 個体を観察し，その鰓腔

からは等脚類の寄生が一切観察されなかったこと

を報告しており，本研究の記載標本においても，

等脚類の寄生は観察されなかった．

Amblygaster sirm (Walbaum, 1792)

ホシヤマトミズン　（Fig. 2; Table 1）　

　標本　KAUM–I. 57238，体長 147.9 mm，鹿児

島県種子島熊毛郡南種子町広田港沖（30°25′29″N, 

130°58′50″E）， 水 深 20 m，2013 年 11 月 24 日，

定 置 網， 高 山 真 由 美；KAUM–I. 98252， 体 長

173.3 mm，鹿児島県種子島熊毛郡中種子町熊野

沖（30°28′13″N, 130°58′32″E），2017 年 1 月 27 日，

定置網，高山真由美．

記載　計数形質と体各部の体長に対する割合

を Table 1 に示した．

体は円筒形に近く，やや側扁する．体の輪郭

は背腹が同程度に膨らむ．体側鱗は円鱗で薄く，

剥がれやすい．背鰭前方鱗は体の正中線上に配列

する．各鰭は無鱗．背鰭と臀鰭は基底部に前後方

向に細長い鞘上鱗をそなえる．上顎後端は眼の前

縁よりも僅かに後方に達する．上顎長は吻長の

109.3–117.9%．第 2 上主上顎骨は上下対称で，下
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半分は肥大しない．胸鰭基底上端は鰓蓋後端より

も僅かに後方に位置する．胸鰭後端は尖り，背鰭

起部直下に達しない．胸鰭は腋鱗をそなえる．背

鰭起部は腹鰭起部よりも前方に位置し，背鰭基底

後端は腹鰭基底後端よりも後方に位置する．腹鰭

起部は背鰭第 7–9 軟条起部直下に位置する．たた

んだ腹鰭の後端は肛門に達しない．腹鰭は腋鱗を

そなえる．肛門は円形を呈し，臀鰭起部前方に開

孔する．臀鰭起部は背鰭基底後端よりもはるかに

後方に位置する．臀鰭最後の 2 軟条は伸長する．

眼窩は前後方向にやや長い楕円形を呈し，眼は正

円形．鼻孔は 2 対で前鼻孔と後鼻孔は互いに近接

し，眼の前縁前方に位置する．前鼻孔と後鼻孔は

ともに背腹方向に長い楕円形．前鰓蓋骨と鰓蓋の

後縁はともに円滑．鰓耙は細長く，棒状．鰓孔後

縁には前方を向いた小突起が上下に 2 個並び，鰓

孔下縁に上方を向いたひだ状突起が 1 個ある．擬

鰓上にフィラメント状の鰓弁を有する．

色彩　生鮮時の色彩 ― 体背面は黒みがかった

暗青色．体側上部は青みがかった銀色を呈し，体

側面および体腹面は一様に銀白色．KAUM–I. 

98252 の体側には瞳孔よりも小さい暗緑色斑が 1

列に並ぶが，KAUM–I. 57238 の体側には斑点は

無い．胸鰭，腹鰭，および臀鰭は白色半透明．背

鰭起部付近は鶯色を呈し，背鰭各軟条には黒色色

素胞が散在する．尾鰭は灰色を呈し，各軟条には

黒色色素胞が散在する．前鰓蓋骨は淡い赤色，瞳

孔は黒色．鰓蓋後部上方に瞳孔よりも僅かに小さ

い黒色斑がある．吻部の上顎上方に 1 本の細い青

緑色縦帯がある．

分布　紅海，マダガスカル沿岸，アフリカ東

岸から日本，オーストラリア北岸，キリバス，ト

ンガ諸島，フィジーにかけてのインド・西太平洋

に分布する（Whitehead, 1985; Munroe et al., 1999; 

Fig. 2. Fresh specimens of Amblygaster sirm from Tanega-shima island, Osumi Islands, Kagoshima Prefecture, Japan (upper: KAUM–I. 
57238, 147.9 mm SL; lower: KAUM–I. 98252, 173.3 mm SL).
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KAUM–I. 57238 KAUM–I. 98252
Standard length 147.9 173.3
Counts
  Dorsal-fin rays (unbranched) 4 4
  Dorsal-fin rays (branched) 16 15
  Anal-fin rays (unbranched) 3 3
  Anal-fin rays (branched) 16 16
  Pectoral-fin rays (unbranched) 1 1
  Pectoral-fin rays (branched) 15 16
  Pelvic-fin rays (unbranched) 1 1
  Pelvic-fin rays (branched) 7 7
  Caudal-fin rays (upper + lower) 10 + 9 10 + 9
  Gill rakers on 1st gill arch (upper) 17 16
  Gill rakers on 1st gill arch (lower) 40 38
  Gill rakers on 1st gill arch (total) 57 54
  Gill rakers on 2st gill arch (upper) 15 15
  Gill rakers on 2st gill arch (lower) 36 36
  Gill rakers on 2st gill arch (total) 51 51
  Gill rakers on 3st gill arch (upper) 12 12
  Gill rakers on 3st gill arch (lower) 28 29
  Gill rakers on 3st gill arch (total) 40 41
  Gill rakers on 4st gill arch (upper) 11 12
  Gill rakers on 4st gill arch (lower) 19 18
  Gill rakers on 4st gill arch (total) 30 30
  Gill rakers on posterior face of 3rd gill arch 7 7
  Prepelvic scutes 17 16
  Postpelvic scutes 15 15
  Total scutes 32 31
  Branchiostegal rays 6 6
  Lateral scale series 41 40
  Pseudobranchial filaments 20 21
Measurements (%SL)
  Head Length 22.3 22.9
  Body depth 20.1 21.1
  Pre-dorsal-fin length 43.9 44.2
  Snout tip to pectoral insertion 22.9 23.3
  Snout tip to pelvic insertion 48.9 49.5
  Pre-anal-fin length 78.3 79.6
  Dorsal-fin base length 11.8 11.9
  Anal-fin base length 13.5 13.2
  Caudal-peduncle length 10.3 8.8
  Caudal-peduncle depth 6.8 6.7
  Orbit diameter 6.0 9.5
  Eye diameter 5.0 5.5
  Snout length 6.7 7.5
  D–P1 29.7 29.2
  D–P2 20.1 21.2
  D–A 38.5 39.4
  P1–P2 27.3 27.7
  P2–A 29.5 32.0
  Pectoral-fin length 14.8 14.9
  Pelvic-fin length 7.9 8.0
  Interorbital width 5.3 4.2
  Postorbital length 9.6 10.8
  Upper-jaw length 7.9 8.2
  Mandible length 9.7 8.9
  1st unbranched dorsal-fin ray length 1.6 1.3
  2nd unbranched dorsal-fin ray length damaged 1.5
  3rd unbranched dorsal-fin ray length damaged 3.9
  1st unbranched anal-fin ray length 0.8 0.8
  2nd unbranched anal-fin ray length 2.6 1.8
  3rd unbranched anal-fin ray length damaged damaged
  1st pectoral-fin ray length damaged damaged
  1st pelvic-fin ray length 7.1 8.0

Table 1. Counts and measurements, expressed as percentages of standard length, of specimens of Amblygaster sirm from Tanega-shima island 
in the Osumi Islands, Japan.
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Kimura, 2009b, 2011；青沼・柳下，2013；畑ほか，

2013; Hata, 2017b；畑・本村，2017）．日本国内に

おいては琉球列島と鹿児島県薩摩半島西岸からの

み報告されてきたが（青沼・柳下，2013；畑ほか，

2013；石森ほか，2013；畑，2014b；小枝・本村，

2017），本研究により種子島における分布も確認

された．

備考　記載標本は，第 1 鰓弓下枝鰓耙数が

38–40 であること，背鰭前長が体長の 43.9–44.2%

であること，腹鰭起部が背鰭第 7–9 軟条起部直下

に位置すること，上顎後端が眼の前縁よりも僅か

に後方に達すること，上顎長は吻長の 109.3–

117.9% であること，吻部の上顎上方に 1 本の細

い青緑色縦帯があることなどが，Munroe et al. 

(1999) や石森ほか（2013）の報告した A. sirm の

標徴とよく一致したため，本種と同定された．ま

た，記載標本から得られた計数・計測値は畑ほか

（2013）や石森ほか（2013）によって示された A. 

sirm の値と概ね一致した．

Munroe et al. (1999) や青沼・柳下（2013）では

本種の標徴として，体側に暗青色点列があること

を挙げているが，畑ほか（2013）や石森ほか（2013）

ではこの点列が不明瞭な個体の存在が報告されて

おり，本研究の記載標本のうち，KAUM–I. 57238

においても，暗青色点列は観察されなかった．

Amblygaster sirm は吉野（1984）により琉球列

島産の標本に基づき報告され，日本における分布

が初めて確認されると同時に和名ホシヤマトミズ

ンが提唱された．その後，ホシヤマトミズンの鹿

児島県における記録は与論島（畑，2014b），奄美

大島（小枝・本村，2017），および薩摩半島西岸（畑

ほか，2013）からのものに限られる．なお，畑・

本村（2011）は南さつま市笠沙町産のヤマトミズ

ン属魚類 1 個体（KAUM–I. 151）をヤマトミズン

として報告したが，これはホシヤマトミズンであ

ることが明らかとなっている（畑ほか，2013；石

森ほか，2013）．したがって，本研究の記載標本

は本種の大隅諸島における本種の初めての記録と

なる．

石森ほか（2013）は沖縄島近海において採集

されたホシヤマトミズンの 85%（体長 140 mm 以

上の個体ではほぼ全ての個体）が鰓腔内に等脚類

の 1 種， マ ン マ ル ウ オ ノ エ Ryukyua globosa 

Williams and Bunkley-Williams, 1994 の寄生を受け

ていることを報告したが，本研究の記載標本にお

いては，等脚類の寄生は観察されなかった．
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